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１．はじめに 

学部の教育実習で取り組んだ算数科の授業

実践では，児童の反応があまりにも薄かった

という経験がある。その原因として，児童一

人一人に対し，主体的な学びを促すための臨

機応変な働きかけが出来なかったことが挙げ

られる。 

そこで，自らの授業力向上を目指すにあた

り，児童の主体的な学びを促す教師の働きか

けについて知る必要があると考えた。 

 

 

２．先行研究 

 本研究では，主体的な学びを主題とする。

主体的な学びを考える際に重要なのは，まず，

動機づけという観点であろう。動機づけは，

人が何らかの行動を起こすときの背後にある

原動力であり，学習活動と密接に関係してい

る(多鹿，2001)。算数という教科と主体的な

学びの関連について考えると，小学校学習指

導要領解説(文部科学省，2008)の算数的活動

の定義が参考になる。そこには，「新たな性質

や考え方を見出そうとしたり，具体的な課題

を解決しようとしたりすること」と書かれて

いる。 

以上のことから本研究では，算数科におけ

る主体的な学びを，「算数の授業に対して【や

る気】を持ち，途中で投げ出すことなく課題

に立ち向かい，学びを深めていくという【探

究】へ繋がる過程のこと」とする。 

本研究では，低学年の児童が単元の導入部

分に触れる中で，少しでも主体的な学びに向

かうことができる授業を目指し，実践を行う。 

 更に教師の働きかけについては，秋田（2010）

において，教師の言葉が授業の質をどのよう

に高めていくかについての論考が多数掲載さ

れており，その他にも教師の言葉に焦点をあ

てた研究が多く見られる（望月・斎藤・芳谷・

中村・栗山・阿部・田村，2011；坂井・高橋・

浦瀬，2012)。そこで，教師の言葉掛けを丁寧

に見ていく必要があると考え，本研究では教

師の働きかけを「授業における教師の言葉掛

け」とし，検討していくこととする。 

 

 

３．研究の目的 

 (１)授業観察を行い，児童の主体的な学び

を促す教師の働きかけについて整理

する。 

(２)(１)で検討した教師の働きかけを取り

入れた授業実践を行い，ビデオ映像・

板書を分析する。そこから，児童の主

体的な学びを促すことのできる授業実

践について検討し，改善のポイントを

見出す。 

 

 

４．研究の方法 

 (１)実習校と実習方法 

  実践研究は，山梨県内の公立小学校(全校

児童数約 300 人)において，2013 年６月か

ら 12月までの間，約 200 時間の実習を通し

て行った。所属学年は第２学年(２クラス)

で，担当クラスは 23 名(男：12 女：11)で

構成されている。教室はオープンスペース

であり，児童は伸び伸びと学校生活を送っ

ているように感じられる。 

  研究は，授業観察と授業実践によって進

めた。 

 



 
 

(２)授業観察の方法 

  ６月から 10 月中旬にかけて，第２学年

の学級担任による授業を観察した。それに

加え，気になる児童に対しては学習指導の

補助に入ることもあった。更に第２学年に

限らず，他学年の算数科の授業観察も行っ

た。 

  観察の際は，授業内での教師の働きかけ

や児童の反応等をフィールドメモに残した。 

 

(３)授業実践の方法 

 授業実践は 2013 年 10 月下旬に，第２学

年の「分数 分けた大きさをあらわそう」

の単元で行った。単元は，全２時間である。 

 

 

 

なお，授業の様子は，授業全体のビデオ 

撮影，板書の写真撮影により記録した。 

 

 

５．研究の結果と考察 

(１)授業観察から得られた知見 

学級全体を対象とした授業観察を行って

きたが，教師は，児童の特性によって臨機

応変に働きかけを工夫していた。その働き

かけの工夫を整理するために本論文では，

授業への参加の仕方が大きく異なる２名に

特に焦点を当てる。 

焦点を当てる２名は，自分の考えを持っ

ているにも関わらず，授業中に積極的に挙

手することがあまりなく，ノートに学習感

想を書くことが難しい様子の見られる児童

(Ａ児)と，授業中に積極的に挙手して発言

したり，学習感想に考えを書くことができ

る(Ｂ児)である。 

Ａ・Ｂ児の主体的な学びに，特に効果的

であったと思われる教師の働きかけについ

て，以降で整理する。この働きかけは，児

童個人に対して行うこともあれば，全体に

対して行うこともあった。 

 

【導入】  

導入では，児童が「考えてみたい，楽しそ

う」と思える課題の提示を行っていた。学級

担任の提示するどんな課題に対しても，児童

は興味を示して取り組んでいた。課題の素材

は，教科書や日常生活から取り上げたものが

多く，日頃から積み重ねてきた学級担任と児

童との信頼関係が大きく関わっているように

思われた。 

又，課題提示を行う際には，具体物もしく

はカラー写真など用意していることが多く，

児童の反応も良かった。低学年の児童にとっ

て視覚的教具は，課題をより現実的に捉える

ために，有効であると考えた。 

課題の素材や提示法は学級全体に対して一

斉だが，どの児童も同じスタートラインに立

たせるための働きかけも見られた。課題を理

解していない様子の児童には，その子の生活

経験に合せて課題を考えられるよう，問いを

工夫していた。 

 

【自力解決（個別指導）】 

 前述のＡ・Ｂ児について，特に整理する。 

①Ａ児に対しては，本人の考えに自信を与え

るような働きかけを行っていた。Ａ児は自力

解決時，ノートに自分の考えを書くことが難

しい様子が見られた。そんなＡ児がノートに

考えを書いたり，具体物操作をしていると，

学級担任は考えを表出したことに対し，称賛

していた。これは，表出された考えを認める

ことで，Ａ児に自信を持たせたいためだと思

われる。 

又，児童の考えを認める際には，声掛けは 

勿論，肩をポンポンと叩いたり，表情から安

心感を与える場面も見られた。考えに自信を

与える手段として，ことばは大いに有効だが，

行動や表情が児童に与える安心感も，非常に

大きいと考える。 

　時                         授業目標

1 半分にした大きさを二分の一といい、1/2と書くことを理解する。

2 四半分にした大きさを四分の一といい、1/4と書くことを理解する。



 
 

②Ｂ児に対しては，更に多くの考えが持てる

ような働きかけを行っていた。これは，考え

を表出している現状に満足せず，更に多くの

考えを生み出してほしいためだと考える。 

又，多くの考えを引き出す際には，声掛け

は勿論，単元によっては，具体物を用いてヒ

ントを与えたり，児童の表出できていない考

えを，ことばを紡ぎながら一緒に表出してい

く場面も見られた。これは，思考に広がりを

持たせたり，思考を表出させたりし，考えを

整理させるためだと考える。 

 

【全体検討】 

 以下では特に，３点に整理して述べる。 

①学級担任は，全体検討時のやりとりに引き

込み，自分なりの考えを持たせる働きかけを

行っていた。このような葛藤場面に遭遇した

際の児童は，「え？本当にそうなのかな？」と

いう表情を見せることが多かった。 

ここでいう葛藤場面とは，教師側が仕組む

ものであり，例えば，ある事象を学級担任が

故意に間違え，「私の言っていることは正しい

でしょう？」と児童に問い掛けるものである。

これは，全体検討時のやりとりに入り込みに

くい児童であっても，自然とやりとりに引き

込まれるような働きかけであると考える。「先

生は、正しいことを教えてくれる」という先

入観を持つ児童にとって，時々紛れ込む教師

の誤りは驚きであり，思考を揺さぶり学習内

容の理解を深めるために，効果的であると考

える。 

②学級担任は，他者の考えを認め合えるよう

な働きかけを行っていた。具体的には，ある

児童の考えを別の児童に解釈させる場面，ま

たその逆の場面である。これは，友人の考え

を解釈することで，他者の考えを認めたり，

そこから思考を広げることができるようにな

ってほしいためだと考える。 

③学級担任は，学びを生活に即して考えさせ

る働きかけを行っていた。これは，学習した

内容を，数学的な世界で留めることなく，日

常生活に即して再度考え直してほしいためだ

と考える。 

 

授業観察から得られた知見を参考に，自身

の授業実践に取り入れる教師の働きかけを示

す(表１)。自力解決の①，全体検討の①につ

いては特に，積極的に挙手をすることが少な

く，指名されても発言できない様子も見られ，

学習感想は書くことが難しい様子も見られる

ような児童に対して心掛けたい点である。そ

れにより，積極的に挙手し，自分の考えを発

表できるようになると同時に，学習感想にも

授業で学んだ内容を表出することができるよ

うな姿を目指す。 

又，自力解決の②，全体検討の②③につい

ては特に，積極的に挙手をして発言する様子

が見られ，学習感想は学習内容や考えを書く

ことができるような児童に対して心掛けたい

点である。それにより，多様な視点を持ち，

他者の考えを認め合いながら発言できるよう

になると同時に，学習感想には学習内容を生

活に即して考える視点が加えられるような姿

を目指す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表１ 自身の授業実践に取り入れる教師の働きかけ 

導入
「考えてみたい，楽しそう」と思える課題の
一斉提示

①児童の考えに自信を与える

②更に多くの考えを持たせる

①全体検討時のやりとりに引き込み，

　　自分なりの考えを持たせる

②他者の考えを認め合えるようにする

③学びを生活に即して考えさせる

全体検討

自力解決



 
 

(２)授業実践の結果と考察 

①授業実践の概要 

 先述の観察による主体的な学びを促す教

師の働きかけを，授業実践に取り入れた。 

授業の展開は、以下の通りである。 

 
この中でも特に，本稿では第２時の授業実践

を中心にまとめていく。全体検討時に意図し

た教師の働きかけを，うまく取り入れること

が出来なかったため，一部，第 1時のものを

取り上げる。 

 

②本時について 

ａ.ねらい 

 ・長方形の紙を半分の半分に折って切り分 

け，同じ形であることを確かめる。 

・四分の一の意味と書き方を知る。 

ｂ.指導意図 

まずは児童に，同じ大きさに４つに分ける

方法を考えさせる。その際，等しく分けるこ

とを意識させるため，長方形のケーキの写真

を提示し，仲良く分けるには等分することに

気付かせる。 

次に，児童に実際に長方形を折る活動を行

わせ，色々な分け方で４つに分ける方法を考

えさせる。 

その後，友だちの分け方を観察させていく

ことによって，４つに分ける方法は色々ある

が，もとの大きさを同じ大きさに４つに分け

れば，その一つ分はどれも 1/4 と言えること

に気付かせる。分けた４つの形を重ねたり切

ったりさせることで，４つの形が等しいこと

を確かめさせ，1/4 を理解させていきたい。 

 

③授業の実際 

第１・２時授業実践のビデオ映像から起こ 

したプロトコル，板書を基に，Ａ・Ｂ児に対

し主体的な学びを促す教師の働きかけを，導

入・自力解決・全体検討の各場面でどう取り

入れたか分析した。プロトコル内のイタリッ

ク部分は，表１に示した教師の働きかけを取

り入れた箇所である。 

【導入】 

第２時の導入では，教師の働きかけ(「考え

てみたい，楽しそう」と思える課題の一斉提

示)を取り入れた[プロトコル①]。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回は，日常生活に密着した課題を取り上

げた。又，課題の素材に加え，課題提示の際

にはチョコレートケーキのカラー写真を二枚

用意した。これらの写真は，長方形の紙袋の

中から徐々引き出し，児童に何の食べ物が印

刷された写真か予測してもらいながら提示し

た。 

【自力解決（個別指導）】 

第２時の自力解決でのＡ・Ｂ児の様子と，

それらの児童に対し，どのような意図で教師

の働きかけ(①児童の考えに自信を持たせ

　　　　　　　　第１時 　　　　　　第２時

導 １．題意を捉える。(一斉) １．題意を捉える。(一斉)
入

正方形を半分に折ってみましょう。 １つのケーキを，同じ大きさに
４つに分ける方法を、考えよう。

展 ２．正方形の紙を，半分におる。 ２．長方形の紙を折ったり，

開 　　　　　　　　　　　　　　　　(個) 　　鉛筆で線を引き，同じ大きさ
　　に４つに分ける。(個)

３．半分に折った方法を，発表する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　(一斉) ３．同じ大きさに４つに分けた

　　方法を発表し，分けられた
４．半分に分けた紙が，同じ大きさ 　　４つが同じ大きさかどうか
　　かどうか確かめる。 　　確かめる。（一斉）

５．二等分された分け方をみて， ４．四分の一を知る。
　　気付いたことを発表する。

５．練習問題に取り組む。
６．二分の一を知る。

７．適応問題に取り組む。

８．本時の学習感想をかく。 ６．本時の学習感想を書く。
ま
と
め

　[プロトコル①]　     　　(Ｔは教師，Ｃは児童。以下同様。)

　第２時　導入

Ｔ１：ここでみんなに考えてほしいのは,  先生の家族
     は四人います。お父さんとお母さんと妹と先生,
     四人いるんだけれども,  このチョコケーキを分
　　ける には，どういうことに気を付けたらいいかな？

Ｃ　：はいっ。(挙手)　

　　　　　　　　　　　　　　省略
Ｔ２：じゃあ今から，皆には一人で，この長方形の
　　ケーキを同じ大きさに４つに分ける方法を考えて
　　もらいたい と思います。
　　で，みんなにこのケーキを用意してあげたいとこ
　　ろなのだけど，先生そんなに人数分用意できな
　　いので，今日はこの長方形の紙を，同じ大きさに
　　４つに分ける方法を考えてもらいたい と思います。
　　いいですか？



 
 

る)(②更に多くの考えを持たせる)を行った

のか，以下の表に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ児に対しての，教師の意図する「更に多

くの考え」は，教師の働きかけ後もＢ児が考

え出すことのできなかった，直角三角形４つ

で構成されている分け方である。 

 

【全体検討】 

第２時の全体検討に取り入れた教師の働き

かけ(③学びを生活に即して考えさせる)は，

以下の通りである[プロトコル②]。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２時の導入で提示した課題を利用し，全

体検討時にも，もとの大きさが等しい四種類

の四分の一を，再度ケーキに見立てて考えさ

せた。 

 

第１時の全体検討では，教師の働きかけ(①

全体検討時のやりとりに引き込み，自分の考

えを持たせる)を取り入れるため，葛藤場面を

仕組んだ結果が表われている[プロトコル③]。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当然，上の形が小さく見えたわけではない

が，小さく見えるという演技をした。本働き

かけを仕組んだ結果，ビデオ映像から葛藤場

面に遭遇した際のＡ児の様子([プロトコル③

内])を読み取ることができた。 

 

 更に第１時には，教師の働きかけ(②他者の

考えを認め合えるようにする)を取り入れた

[プロトコル④]。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

児童Ｄが操作した折り目のついた正方形を

全体へ提示することで，学級全体に，児童Ｄ

がどのように正方形を折り，折り目が付いた

のか考えさせた。 

Ｂ児にとって，[プロトコル④]に示す教師

の発問(Ｔ２)は非常に容易であり，Ｂ児は積

極的に挙手をしていた。しかし自力解決の時

点で，既にＢ児は児童Ｄの考えを見付けるこ

とができていたため，ここでは，自力解決時

に児童Ｄの考えを持てていなかった児童Ｅを

指名した。 

 

④授業の考察 

【導入】 

今回，日常生活に密着した課題を取り上げ

たのは，より身近な題材を提示した方が，学

級全体が同じスタートラインに立つことがで

きると考えたためである。又，学習内容を生

活に即して考えてもらいたかったこともあり，

本題材を選んだ。 

この結果，児童は導入時の課題に対して反

応が良く，長方形の紙袋の中から徐々引き出

されるチョコレートケーキの写真を前に，「蕎

麦」「納豆」と予想したり，「こういう珍しい

ケーキ見たことあるよ」などと日常生活に関

連付けた発言も見られた。よって，本働きか

けは，学級全体にとって「考えてみたい，楽

しそう」と思える課題であったのではないか

と考える。 

 

【全体検討】 

まず，全体検討時のやりとりに引き込み，

自分なりの考えを持たせるため，葛藤場面を

仕組んだ意図としては，Ａ児の思考に「え？

同じ大きさでなく，上の形の方が小さいのか

な？」と揺さぶりを起こし，Ａ児なりの考え

を持ってほしかったことが挙げられる。又，

[プロトコル③]の時点で，二つの形に分かれ

ている正方形を前に，不確認にも関わらず「二

つの形は同じ大きさだ」と言い張る児童が大

半だったため，二つの形が同じ大きさか確認

する方法を探る展開へと結びたかったためで

ある。[プロトコル③]内には示されていない

が，本場面以前に，正方形を直角三角形の二

つに分ける方法を発表したのはＡ児である。

そのような経緯もあり，教師の発問(Ｔ３)に

疑問を抱いたＡ児は，隣の席の児童と顔を見

合わせ，自分なりの考えを持ちながら，全体

検討のやりとりに参加することができたので

はないか，と考える。 

次に，他者の考えを認め合えるようにする

ための働きかけを取り入れた結果，Ｂ児は[プ

ロトコル④]内で発言はしなかったが，児童Ｅ

が折り紙を折っている際に「うん，うん」と

児童Ｅの考えに同意した頷きをしていた。よ

ってＢ児は，友人も自己と同様の考えを持っ

ていることを認識できたと考える。自力解決

時に思い付かなかった考えを，本場面で初め

て知ることは勿論，一度自力解決時に導いた

考えを，改めて全体で辿ることにも意味があ

るだろう。よって，本働きかけは，Ｂ児を含

む全体にとって意味のあるものだったと考え

られる。 

 そして，学びを生活に即して考えさせるた

めの働きかけを取り入れた際，[プロトコル

②]内の教師の発問(Ｔ２)は全体に対して問

うたつもりだったが，「どれでもいい」と答え

た児童と一対一のやりとりになってしまった

ように感じる。他の児童も，教師の発問（Ｔ

２）に対し，首をかしげながら「ん～…」と

考えていた。しかしながら，教師が全体との

やりとりにすることができず，学級全体に「学

びを生活に即して考えさせる」ことができな

かったように思われる。 

 

⑤授業実践成果の検討 

主体的な学びを促す教師の働きかけを行っ

た結果，成果としてＡ・Ｂ児にどのような変

化が見られたか，挙手や発言，学習感想から

検討していく。 



 
 

Ａ・Ｂ児の姿は，先に述べた通りである。 

  

ａ.挙手や発言 

第１・２時授業実践において，発言した児

童メンバーは，以下に示す通りである。 

 

 

 

 

 

第１時では，Ａ児は計６回発言した。第２

時も同様に，積極的に挙手をし，考えを表出

しようとする姿勢が伝わってきた。よって挙

手や発言において，目指したいＡ児の姿は達

成できたと考える。 

Ａ児の姿が達成できたのは，まず導入時に，

「考えてみたい，楽しそう」と思える課題を

提示したことで，授業に対して意欲が湧いた

と思われる。 

導入時に興味を抱いた課題を，自力解決時

に取り組み，自力で考え出したアイデアが教

師に認められたＡ児は，自分の考えに自信を

持つことができたと推測される。この自信が

全体検討時の挙手・発言に繋がったと共に，

全体検討時に葛藤場面に遭遇したことで，自

然と全体検討場面にも参加でき，挙手・発言

を行うことができたと考える。 

 

Ｂ児は，両授業共に挙手・発言をし，普段

の授業通りに考えを表出しようとする姿が見

られた。 

「他者の考えを認め合う」ことに関しては，

全体検討時の挙手・発言の様子から達成でき

たと考えられる。それは，[プロトコル④]の

全体検討時の教師の働きかけ(②他者の考え

を認め合えるようにする)を取り入れた場面

で，Ｂ児が他者の考えに共感し，「うん，うん」

と頷く様子が見られたためである。 

自力解決時に「更に多くの考えを持つ」こ

とに関しては，教師の意図する考えを持つこ

とまでは至らなかったが，自力で三種類の考

えを持つことができたので，概ね達成できた

と考えられる。そこから，挙手や発言におい

て，目指したいＢ児の姿は概ね達成すること

ができたと言える。 

前者が達成できたのは，全体検討時の教師

の働きかけ(②他者の考えを認め合えるよう

にする)が効果的に働いたためだと考えられ

る。他者の考えを解釈する場面が，他者の考

えを認めるための手助けとなり，Ｂ児は全体

検討時に積極的に挙手した。 

後者に関しては，自力解決時の教師の働き

かけ(②更に多くの考えを持たせる)が適切に

為されていれば，Ｂ児は教師の意図する考え

を持つことができたのではと考える。 

 

ｂ．学習感想 

Ａ児が，第２時終盤に書いた学習感想は，

以下に示す通りである。 

 
 
学習感想は，授業内に書くことが難しい様

子も見られたＡ児だったが，本時では，授業

で学んだ内容を書くことができた。 
目指したい姿を達成できたのは，各場面の

働きかけの中でも，全体検討時の働きかけ(①
全体検討時のやりとりに引き込み，自分なり

の考えを持たせる)が，特に効果的に働いたた

めだと考えられる。全体検討時の働きかけの

成果は，[プロトコル③]のＡ児の様子からも

読み取れる。 
 
 Ｂ児が，第２時終盤に書いた学習感想は，

以下に示す通りである。 
 

 

 

これは，導入時の「４人家族だから，四分

の一」という設定を，自分の家族に適用し，

本単元の学習内容を考えている。ここから，

正方形と長方形が、どっちとも四分の一に 
なることがわかった。 

きょうは４分の一だったけど、こんどは５分

の一をやってみたいです。りゆうは、わたし

は５人家ぞくだからです。 

　　　　　第１時 　　　　　第２時　

問１)Ｋ児　２)Ａ　３)Ｈ児 問１)Ｍ児　２)Ｋ児　３)Ｍ児　
４)B　５)Ｓ児　６)Ａ児 ４)Ｒ児　５)Ｋ1児　６)Ａ
７)Ａ児　８)Ａ　９)Ｋ児 ７)Ｈ児　８)Ｋ児　９)Ｙ児
10)Ａ　11)Ｋ1児　12)Ａ 10)Ｒ2児　11)B
13)Ａ児　14)Ａ　15)Ｍ児 12)Ｄ児

16)Ｋ2児　17)Ａ児　18)Ａ



 
 

授業での学びを生活に即して考えることがで

きている。 

目指したい姿を達成できたのは，各場面の

働きかけの中でも，導入時の教師の働きかけ

(「考えてみたい，楽しそう」と思える課題の

一斉提示)と，全体検討時の教師の働きかけ

(③学びを生活に即して考えさせる)が相互作

用して，効果的に働いたためだと考えられる。 

導入時に身近な課題に触れたＢ児は，自力

解決を経て，全体検討時にも，導入時に触れ

た生活事象に戻りながら学習内容を捉え直す

ことができたと推測する。ここから，Ｂ児は

学習内容を生活場面に即して考察し，学習感

想を書くことが出来たと考える。 

 

 

６．全体考察 

 本研究では，児童の主体的な学びを促すこ 

とを目指し，導入・自力解決・全体検討の各 

場面に，教師の働きかけを取り入れた授業実 

践をした。 

Ａ児のような児童に特に心掛けたい働きか

けは，表１の自力解決①と全体検討①であっ

た。授業実践の結果，目指したいＡ児の姿を

達成することができたため，各場面に取り入

れた教師の働きかけは，一定の効果があった

と考えられる。Ａ児が目指したい姿を達成し

たのは，２回の授業実践にプラスし，普段か

らの学級担任の働きかけの成果であることは

勿論，授業観察において筆者が TT として寄り

添っていたことも関係していると考えられる。 

Ｂ児のような児童に特に心掛けたい働きか

けは，表１の自力解決②と全体検討②③であ

った。授業実践の結果，「多様な視点を持ち，

他者の考えを認め合いながら発表することが

できる」姿は，概ね達成することができた。

教師が意図した考えをＢ児が持てなかった要

因は，自力解決時の教師の働きかけ(②更に多

くの考えを持たせる)である。そのため，Ｂ児

を含む学級全体が，教師の意図した考えを持

つことができなかったと考えられる。 

以上のことから，自力解決時に考えを持て

ている児童に対し，児童の主体的な学びを促

すためには，更なる多くの考えを抱かせるよ

うな働きかけが必要である。そのような働き

かけについて追及し，改善していくことが課

題である。 

 又，児童に主体的な学びを促す授業実践を 

検討する中で，改善点を見出した。それは， 

一人の児童の考えを取り上げた時，他の児童 

へも意識を働かせ，学級全体を意識した授業 

実践を行うことである。 

今後は，主体的な学びを促すために，学級 

全体に対し，日常的に授業に取り入れること

のできる教師の働きかけについて，研究を深

めていきたい。 
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